
保要算

確に予

平 をすの生成 図る範活十 る経囲交四 た費内通年 め等で路十

北 海

１
生地な 合補務そ業要 総

金は目活域地 企助又の

生バ 部等事的交の方 画

は 管路活ス 所を業又通

分線交路 交の

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇
公 知 都 道 道 肥
印 事 市 路 営 料
の 表 計 の 土 の
改 彰 画 区 地 登
刻 の 公 の 域 改 録
受 変 の 良 の
賞 更 変 事 有
者 の 更 業 効

第

〇 〇 〇
有 北 等 平
害 海 の 成
興 道 決 十
行 補 定 四
の 助 年 告（
指 金 総 度
定 等 合 に

交 企 お

号

毎
週
火
・
金
曜、に補線月 そつ助維十 のいす持五 運てる事日

北線補

行、。業
道持成
助 海維平

火 金 生対
活策年 交曜

通業月 要

交事９ 付

日

旨

維通線 付名趣

路費綱

し維 る及 そ持との す称

必・ ５事び策て持 の対

者
象

対
助

補

）事

表 案 変 期
の 更 間
縦 計 の
覧 画 更

の 新
決
定

付 画 い 示 目
規 部 て
則 所 補
に 管 助
定 分 金
め 等
る そ を
申 の 交
請 五 付
書 ） す
等 る
の 事 次
様 務

日
発
行

生と

活、度

生し限
だを

綱通。

要交る

通活す

交
規条
に８
条第
７綱
第要

象
対

助
補

（ （
土 道
地 産（ （ （

法 都 道 改 食
制 市 路 良 品（
文 人 計 整 指 安
書 事 画 備 導 全
課 課 課 課 課 室

式 又
の は
一 事
部 業
改 、（

生 正 補（ （
活 総 総 助
文 合 合 対
化 企 企 象
・ 画 画 経
青 部 部 費
少 総 総 、
年 務 務 補 発行
室 課 課 助

北 海 道
（総務部法制文書課）

。る
額す
る定
す規
定に

た額
の
分

等
率

助
補

費
経

内
以

） ） ） ） ） ）

七 七 七 七 七 七
五 二 一 一 〇 〇

を 北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定
め月

） ） ） 率
電話

ペ
七 六 六 ー
〇 九 三 ジ 印刷

〇 〇 〇 〇
正 日 正 北 特 一
本 海 定 般
海 道 調 競
連 情 達 争
合 報 日 契 道 入 札
海 公 本 約 教 札 幌

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇 〇
貸 北
金 海
業 道
の 土
規 支 地
制 利

る間

生第す期

綱定象

１
通に助係

交条補に

活１

べ
付す
交付類

要規対る

類

添書
に係

書関
請き
申

書関
告き
報べ

績す
実付

年る 号

お
に
度。日

告

付
交

を
等
金

助
補
て
い

区 開 海 に 育 の 医
漁 条 連 係 庁 実 科
業 例 合 る 空 施 大
調 の 海 入 知 学
整 施 区 札 教 告
委 行 漁 の 育 示
員 に 業 公 局
会 関 調 告 告
が す 整 示
保 る 委
有 日 員
す 本 会
る 海 告

庁
等 用
告に 基

関 示 本
す 計
る 画
法 の
律 変
の 更
規
定
に
よ
る

画企正類４

数
部
出

提

六 室画副添は部三

通部書各

交課５付、）

交出限出
提提

添書
に係

申数び限先

付部及期出

書提出別す総部

請、提

日企通

の出先にる合交

務
事

る
す

示画企

提期指

又

示

事

補知

、道

業海

事北

は
経
象堀

対
助

個 連 示
人 合
情 海
報 区
の 漁
保 業
護 調
に 整
関 委
す 員
る 会
規 規
程 程
の の

貸
金
業
者
の
取
消
し

（
土
地
水
対る 式

書総式

請、様

申は号。 、
費

要
摘

様第よ

の企に

等
率也

助
補達

一 一
部 部
改 改

八 七 七 七
〇 八 七 六

策
課
）

七 七
六 六



北 海 道 公 報

路
通

交
活

生業
事

第 号

平
成
十
四
年
十

の者

生条る

入
購

両
車

線
当

綱該
要に

通定
交規

活
す

第

定
規

の者
条る

４す
第当

該
に

月
十
五
日

け以綱

付。要

日号通

火

と

交下」

曜企
活う 第生い

日交。

両通。

生車交る

象活す

要入第

通購綱

交の要

活
綱に
すに

第要条

）

規費す

に経定

条る規
限

るだを

すた額

定。る

対生と

助、度

補し
の
分

る。
すじ
示同
指下

内
以

に提いのべい

２

以
。）

金をあ出。被走て

助請

、

の行っを）代行様は

況に別

交って要替状式

な両調つに

付たはし車

写収
の領

証し
４

申者、

綱定象営に交事

１

し書

に

業 生第す期平お通業
線係 報 活１る間成い路
て 交条補に

補

通に助係年生維る 告

２３

要規対る書度活持
札下自

約写前か手以

１

撮判同動

車書購真面ら

両の入及

５

購写車車び影のじ車

表運

均定つに以定

３４
行常賃

乗表い指下運経

車て示同
統益

密様はすじ系収表

別。）図算

度式、る。

行実

業運送

営輸
２

算に

の

別平

書統、

告系績

報

入し両両側しも。検

写

提

。

契のの面たの）査

正類４

数
部
出

書各

５付、）

副添は部

部

六
四

申時

当交行日了場該同

ては請に

該付う以し合

のにい、書提

補申日前
完る当と出

助請
のを

実をこ補

３
事しそ

事

当業たの日績提と助

該がと完以報出

が

補完き了内告す当業

１２

助了は後に書る該

様企式事期成
日 申式第に補業限

よ助のは年と 請は

る

書、号る対完、２す
。

の総様。象了平月



平
成
十
四
年
十

北 海 道 公 報

生
定

指
別

特業
事

第 号

月
十
五
日

火

曜

日

の者

生条る

行
運

線
路

活
当

綱該
要に

通定
交規

活
す

第
生と

活、度

生し限
だを

綱通。

要交る

通活す

交
綱
第要
条第
に

額す
る定
す規
定に
規条

乗又業っ象３

た額
。る

対

内

分た象合は者て経以
の）

のだ事バ貸のは費

し業ス切場、
助分

以、者事バ合補４

事あ対の

内補が業スに

定礎式別る
３４

助、者

）行賃

に 生路に。運運

示

路表い系表 指 活線つ

線て統

均定

１２

、

基様はす図

業運送乗及

綱定象営輸

間報行実車び

生第す期
る 活

別

交条補に告系績密特
算指

通に助係書統、度

特線はる

要規対る別平

送車

別）

基 運実密別様、。

算定にに 礎 行績度指式

統平定生つ指 路 系、

六
五

表てす

別均及活い示 線

類４

数
部

出
提

輸乗び路

正
書各

５付、）

副添は部

出４。

数５添提各る

部

数と

、と書部部

は部付

３４

副、のはす

正し類

式実の

に書る書総様書

第に績提

実をこ実の企
よ報出

績提と績様

報出。報式

２

。

告す告は号る告部

成５

様企式事し平月

１

日

申式第に当業た

よ該がと 請は

で

書、号る補完き年ま

る

５

の総様。助了は４

出４。

様書数５添提各

と書部部

式実のは部付

出正し類数と

に績提、

る告部副、のはす

よ報

第

る実の企

す書総

４

。

こ績様

と報式

。）
。告は号



北 海 道 公 報 第 号

購 平特入 成別事 十指業 四定 年生 十活 月路 十線 五車 日

交規
活の者

生条る

両

火

要に
通定

曜

第当
綱該

日す

。
る
す
と
度
限

を
額

る

象活

活対生

生助、
補し

綱の要

要両通

通車交

交
入第

第購綱

条に

業っ象の

１す第

第要条

両以

合は者て車３

乗又
ス切場、費内

バ貸のは

スに助４

事バ合補の）

項

項る２
者事あ対分

業

た定

定。規

規費に

に経
対

るだす

す
し業

のだ事

分た象

い
な

助、

内補が

以、者
に書お生業のっは

）
。 者提

係平い活に交た、

る申に出

る成て路係付

特線 営

っ要

業年別運補請あを

金行てし

報度指行助を

領

写証し

３４

告に定事

る

車し書

動写収

真自の

補
第
生

期

通規象

交に対

活条助
書購
約

１２

綱す間

要定

写

検の

購写車

両の入

車
提

契の

入し両
）
部

４
査

正類

数
部

出

六副添は 六

添提各

５

部書各

５付、

のは部付出４

様書数５

に績提、と書部部

式実

はす

よ報出正し類数と

書総

４

。
る告部副、の

る実の企

日了場該同す
にこ績様第

以し合申時

前ては請

にい、書提と報式

） 完る当と出。告は号

実をこ補当交行

。

そ

日

の日績提と助該付う

完以報出事補申

了内告す当業助請の

後に書る該がのを

事し

２３

式事期成
日当業た に補業限

き

よ助のは年と該がと
了は

る対完、２す補完

企

１

。

。象了平月る助

申式第
様
請は
の総様

書、号



平
成
十
四
年
十

北 海

通
交

活
生業

準事
入

道 公 報 第 号

通
交

活
生

準
業

月
十
五
日

火

曜

日

の者

生条る

購
両

車
線

路
当

綱該
要に

通定
交規

活
す

第

の
生条

事
持

維
線

路

者
る

当
綱該

要に
通定

交規
活

す
第

対生を

生助、額

補しる
と

通車交度

交象活限

活
購綱る

綱の要す

要両通
入第。

第
条に

と
度

限
を

１す第

第要条

。
る
す
交
通活

交生
活、

生し
だ

綱
第要
綱通
要

条第
に

車、

両３第のは内

規条

に分生
交第に分

あの活条両３
っ１

て以通２あの

っ１

て以

は内要項

費に

に経項

項る２

、綱

るだす

すた定

定。規

規

た 第のは内

車、。条だ 生

だ２書

活条両２た第し

２あのし項き

交第に分

の

通

て以第の車

要項っ１、

路３第に
内
以
１
の
分

綱

あ

に分だの

あのした線分生

て

っ１、だにの活条っ

通のは

て以第しあ１交

書っ以 は内

３

、。条きて内要路、

のは綱線

額す
る定
す規
定に

２た

第
た額
。る

生
活条

者提い

綱線
要路
通の
交

事助請に出。

活持補申
っ要

通業金をあを）

交
線係交ってし

路にの行

５１

し

、

維る付たはな

綱定象営に
成い

業 運生第す期平お

る間報 賃活

て 表交条補に
書度生

通に助係年準 告
写証

１２３４

要規対る

写収

車書購真自の領

約
購写車車し書

両の入動

に提い輸均定定

２３４

あ出。運送乗表運経表

系収

っを）行実車行常

統、度統益

て要系績密

、

、な別平算図算

はし

定象営に交事助請
行

業 す期平お通業金を
交っ 報 る間成い路にの

て線係 補に

者

助係年生維る付た 告

綱
１

対る書度活持補申

生第
活

要規
通に
交条

六
七

提
契の査写

入し両検の

１
数

部
出
提

部
１

数
部

出

３

部

事しそ 成
日当業たの日

き了内

年と該がと完以

る助了は後に

２す補完

限

様企式事期

１２

。
月

よ助のは

申式第に補業

請は

象了平

書、号る対完、

る

の総様。

る申は
式

よ
に

式
様

号。

様第
の企

書総

。請、



北 海 道 公 報

活
生

村
町業

市事
行

第 号

平
成
十
四
年
十

の者

生条る

運
線

路
ス

バ
当

綱該
要に

通定
交規

活
す

第

月
十
五
日

火

曜

日

第
綱
要
通
交

活
生

額
る
す
定
規
に
条

運の定

３４

内
以
１
の
分

乗のし送写運表

う送写
許収

）合許又のし送

。

書算

客書有可入

旅可は

業統軌公び関た

運の償

の

図

路者、道共集係地地

表」

線の鉄、的落を図

バ運道並施等

い

ス行及び設と示以と

２

、

事系びに及のし下

通止路

共式廃ス

様バ

１

れ、

第さ線

代行
被走
のべ

２

号た他

数
部

出
提

両調
車況
替状

部
１ 六

八

る

号バあ第よ

様スっ
式

、業は様

式事て号。

式のて
切に企に

貸者総

総

す書総様申は場は

４

に企

る実の企式請、合
町あ第

こ績様第に書市

よの と報式

。告は号る様村っ

交行日了場該同
。。 ）

該付う以し合申時

補当
事補申日前ては請に

助

出

業助請のにい、書提

完る当と がのを

報出
績提と

実をこ

書る該

告す当



区乗 総総

総間入 企 総 企

企部

総

第 企 第 企

第系分 ８ 第 ４ 第

平 統の 号 ８ 号 ４

成 号キキ 様 号 様 号

十 様ロロ 式 様 式 様

四 式式式程程

年 を削を削末ヘチ十 次除次除尾

北 海

を 北

昭次 海

の平 道

よ成

和
告

う 示年
に年 第北
改 海
正月 道
す 号告
る日

道 公 報 第

活
生

村
町業

市事
入

号

－）月 補に のの欄

十 助係 よよ外

五 ブる ううの

日

ッロ 改改のロキ にに注
外を るるのク程 めめ９
乗記 。。事

火

部す 中入載 項

曜 分る
のこ を

日

第。
示

キと い

号

ス
バ

交
等

金
助

補
道

海
北

規
活の者

生条る

購
両

車
す

第当
綱該

要に
通定

交

に 」程」 。ロ。 う
ト

め －改 を
、助
い補。 い一る を同

ブ都
助ク
補ッ
該ロ
当ブ

道 る

海 め

北 定
に

則
規

付
式

様
の

堀 等
書

事 請

知 申

対生を

生助、額

補しる
と

通車交度

交象活限

活
購綱る

綱の要す

要両通
入第。

第
条に

ッ府
ロ道

１す第

第要条

企

外）総

欄間

内外
ク県

注を第

の」
の

達 ）

対式 及助様

２補号

第
企
総

部

也 一
の に

に経項

項る２

式
様
号

だす

すた定

定。規

規費
る

期 ３象中 び

内
以
１
の
分

の 事間 の

条 補国 平助損 項庫で 中補定 成対益

金る 助め 象状 交期 年期況 補

要） 付間

間 助綱第 月 対

中

間平を

ら」 期
か 象

の 条 補国 助損

補定 庫で

対益

金る 助め 象状 交期 期況 要） 付間

間
第綱

に提い送写運の

３

を

」

をあ出。乗のし送写

請

許

行っを）合許又のし

客書有可

って要旅可は

者、な運の償書

たはし

バ事助

１２

書
収
領

し
５

て 様

にの

共式地年市ス業金

に村線係交

通図度町路

第

平お生運る付

２３４

号成い活行補申

約購真自の

様契写証

１

し

通両書入動写

共式車

運
ロ

５６７

第のの車車

走表表

益車定賃

損実算
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ネネ

申 合合

場場助 額

の 月

事間

十

項 五

中平

日成
助
年 補
月 対

火

ら 期
か 象

曜

成
間平

日国

災

性、

証ル溶地

保アく整

量分土き

分リ苦暗
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岸
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目広中丁
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。
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